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気
象
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
、新
た
な「
防
災
気
象
情
報
」の
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

■
警
戒
レ
ベ
ル
は
５
段
階

　

災
害
の
危
険
度
に
応
じ
て
警
戒
レ
ベ
ル
が
5

段
階
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
レ
ベ
ル
3
警
報
で
は
自
治
体
か
ら「
高
齢
者
等

避
難
」、
レ
ベ
ル
4
危
険
警
報
で
は「
避
難
指
示
」

が
発
令
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
レ
ベ
ル
5
特
別
警

報
で
は
、
す
で
に
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
状

態
の
た
め
、
遅
く
と
も
レ
ベ
ル
4
ま
で
に
避
難

を
終
え
て
く
だ
さ
い
。
レ
ベ
ル
を
目
安
に
段
階

に
応
じ
た
適
切
な
避
難
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
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新「
防
災
気
象
情
報
」っ
て
何
？

令和 8 年
町内の火災等発生状況

◆
防
火
と
救
急

問

令和 8 年 町内の
事故・事件の発生状況

事故・犯罪
区分 3 月中 累計

人身事故 5 19

物損事故 62 204

空  き  巣 0 0

自販機狙い 0 0

万  引  き 2 5

オートバイ盗 0 0

自転車盗 0 2

車上狙い 0 0
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危
機
管
理
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問
　
電
話
を
使
っ
た
特
殊
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用

し
た
投
資
詐
欺
な
ど
の
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
熊
本
県
警
に
よ
る「
ワ
ル
モ
ン
対
策
隊
」が

発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
策
隊
と
し
て
活
動
す
る
の
は
警
察
官
Ｏ
Ｂ

の
隊
員
。
特
殊
詐
欺
対
策
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ワ
ル
モ
ン
」が
、
詐
欺
師
の
視
点
で
手

口
を
再
現
し
、
隊
員
が
そ
の
詐
欺
対
策
を
伝
授

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
詐
欺
多
発
地
域
の
住
宅
を

訪
問
し
て
、
詐
欺
被
害
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
防
犯
力
を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な
対
策

・
国
際
電
話
の
利
用
休
止
申
し
込
み

・
常
時
留
守
番
電
話
へ
の
設
定

・
防
犯
電
話
機
の
設
置

・「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」へ
の
登
録

■
詐
欺
の
相
談
窓
口
・
ワ
ル
モ
ン
出
張
依
頼

「
電
話
で『
お
金
』詐
欺
」

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
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詐
欺
一
掃
！
　
ワ
ル
モ
ン
対
策
隊

◆
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

レベルごとのとるべき行動

レベル5
特別警報

命 が 危 険 な 状
態、直ちに避難

レベル4
危険警報

危険な場所から
全員避難

レベル3
警報

早めに避難、避
難の準備

レベル2
注意報

避難場所・避難
経路などを確認

レベル1
早期注意

今後の情報に注意

人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●いじめについて
益城町いじめ電話相談　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400

同和問題、障がい者・女性・子どもの人権問題、
人権に関する法律相談など、各種人権に関す
る相談窓口は、町ホームページ「人権につい
ての電話による相談窓口」をご確認ください。

投稿は①氏名（PN の場合はふりがなも）②住所③電話番号④作品を明記し、 メール（mashiki890@gmail.com）、はがきで役場広報係に送ってください。締切は毎月 10 日（必着）。
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発生区分 3 月中 累計

火災

建物 0 0

車両 0 0

林野 0 1

その他 0 1

警戒出動 1 3

救急出動 153 459

救助出動 1 2

Vol.540 「こどもの日に想う」

月 5 日 は、 国 民 の
祝日「こどもの日」。

一般的には子どもたちの健やかな成長をお祝い
する日として知られています。
　ところで、近年、パソコンやスマートフォン
の急速な普及で、子どもたちを取り巻く環境は
大きく変化しています。インターネット上には、
子どもたちにとって役立つ情報がたくさんある
一方で、真偽不明なものや暴力的表現など、悪
影響を及ぼす有害な情報も数多く存在します。
　では、このような有害な情報から子どもをど
のように守っていけばよいのでしょうか。その
手立ての一つとして、情報を正しく受け止め活
用する力（情報リテラシー）の育成が挙げられま

５ す。子どもの情報リテラシーを育むためには、
まず、保護者自身が情報について深く理解する
ことが必要です。その上で、家庭で一緒にルー
ル作りをするなど、対話しながら実践をしてい
くことが大切です。さらに、情報の真偽を確かめ、
相手を尊重した発信を心がけることにより、人
権を守ることにもつながると、家庭で確認し合
う良い機会となるでしょう。
　子どもたちの成長を祝う「こどもの日」。子ど
もの成長は喜ばしい一方で、それは社会との関
わりが増えていくことでもあります。子どもが
自他を大切にし、よりよい社会の担い手になっ
てくれるよう、私たち大人が積極的に関わって
いきましょう。
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